
１．問題と目的

日本では、毎年12月が近づくと、街にはクリスマス・ツリーやリース、サンタクロー

スのフィギュアなどの装飾であふれ、至る所でクリスマス・ソングが流れるようになる。

家庭では親たちが今年の子どもへのクリスマス・プレゼントをどうするか悩み始め、子ど

もたちも今年はサンタクロースにどんなプレゼントをお願いするか悩み始める。子どもた

ちの間では、サンタクロースはクリスマス・イブの夜に空飛ぶトナカイが引くそりに乗っ

て世界中を飛び回り、子どもたちの枕元やツリーの下にプレゼントを届けてくれると信じ

られており、親たちもまたそうした物語を支持し、子どもたちへの伝播に一役買っている。

こうしたクリスマス文化やサンタクロース神話は、いつ頃どのように日本で普及したの

であろうか。堀井（2017）によると、日本での歴史は古く、1549年のキリスト教伝来ま
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で遡る。キリスト教の布教を許可した一部地域では12月に降誕祭が行われ、クリスマス

文化がそれなりに浸透していたという記録が残されているという。その後、1639年の鎖

国令を経て、クリスマス文化が再び日本に広まり始めたのは、明治に入ってからのことで

ある。堀井によると、明治政府では「宗教としてのキリスト教」の受け入れは積極的では

なかったものの、「文化としてのキリスト教」はある種の憧憬とともに人々の間に広く受

け入れられ、とりわけクリスマスはその傾向が顕著であったという。初期のクリスマスは、

「西洋から来たお祭り」として広く受け入れられていった一方で、その「馬鹿騒ぎ」には

否定的な向きもあったようである。ただ、こうした愛憎入り混じった受け止められ方は現

在でも同様であり、例えば、恋人たちのロマンチックな夜の演出装置としてのクリスマス

への批判や、商業主義のシンボルとしてのクリスマスへの批判は、現在でも見られること

である。

いずれにしても、現代日本においてクリスマス文化とサンタクロース神話が生活の一部

として広く受け入れられ、浸透していることは事実である。4歳から8歳の子どもでサン

タクロースの名前を知らぬ者はほとんどいないし、少なくとも8歳までの子どもの多くは、

（半信半疑の子どもも含めて）サンタクロースの存在を信じている（富田,2002,2009）。

親や保育者をはじめとする身近な大人たちも、12月が近づくと家庭や保育園・幼稚園な

どでクリスマスの装飾を取り入れ、クリスマス・ソングを歌い、絵本などの物語を通して

サンタクロースの話を伝え聞かせたりする（富田,2014,2015）。こうした結果は、アメリ

カの子どもや親を対象とした研究でも同様に示されており（e.g.,Anderson&Prentice,1994;

Goldstein&Woolley,2016;Prentice,Manosevitz,&Hubbs,1978;Prentice,Schmechel,&

Manosevitz,1979;Shtulman&Yoo,2015）、クリスマス文化とサンタクロース神話に対す

る子どもや大人の行動や態度が、日本とアメリカとでほとんど変わりがないことがうかが

える。

他方、比較的最近になって欧米の文化を取り入れるようになった国ではどうなのであろ

うか。日本の隣国である中国では、1949年に中国共産党の単独政権による国家として中

華人民共和国が成立した。この国家体制では欧米の文化は長らく排除されてきたものの、

1978年の市場経済の導入などによる改革開放路線以降、少しずつ開かれていき、2000年

代になると中国経済は著しく成長し、人々の生活は急速に豊かになり、それに伴い欧米の

文化もより広く受け入れられるようになった。2008年の中国での北京オリンピック開催

は、その象徴的な出来事の1つといえよう。こうした歴史的に劇的な変化の中にあって、

中国におけるクリスマス文化とサンタクロース神話の受容はどのようなものだったのであ

ろうか。この点について探ることは、クリスマス文化やサンタクロース神話が持つ本質的
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な意味や価値を探ることにもつながり、きわめて興味深い問題であるといえる。

そこで本研究では、中国におけるクリスマス文化とサンタクロース神話の受容の詳細に

ついて、2つの研究を通して探ることを目的とする。研究1では、クリスマスやサンタク

ロース関連のWeb上の記事を採集し、その内容分析を通して、中国におけるクリスマス

文化とサンタクロース神話の受容の程度や特徴について明らかにする。研究2では、日本

に在住する中国人留学生を対象に、サンタクロースに対する信念や理解を質問紙調査によっ

て探り、日本人学生を対象とした同様の先行研究（富田，2015）の結果との比較を通して、

より発達的な観点から、中国におけるクリスマス文化とサンタクロース神話の受容の様相

とその意味について明らかにする。

２．研究１

２．１．方法

中国におけるクリスマス文化とサンタクロース神話の受容の程度や特徴を探るために、

「中国 クリスマス」「中国 サンタクロース」をキーワードにWeb上の記事をGoogle

で検索した（2020年3月28日付）。その結果、前者では約81,000,000件、後者では約

3,470,000件の記事がヒットした。このうち、それぞれ最初の100件、合計200件をサン

プルとして、先述の調査テーマから逸脱する内容の記事や、公共性や客観性が低い内容の

記事、及び他の記事と重複する内容の記事を取り除いた、計34件の記事を最終的なサン

プルとした（記事のタイトル、URL、配信時期は資料を参照のこと。なお、以下のカッ

コ内の番号は記事の番号を示す）。

調査テーマから逸脱する内容の記事とは、具体的には、関連する商品等の販売に関する

記事や、関連する画像や動画をまとめた記事、辞書や翻訳等の情報に関する記事、国名以

外に中国という名称がつく地方や施設・機関等に関する記事がこれにあたる。公共性や客

観性が低い内容の記事とは、特定の個人による私的なSNS等の記事がこれにあたる。た

だし、旅行代理店や日中交流・親善を目的とする団体・施設等の職員による記事は私的な

SNS等の記事とはみなさず、今回のサンプルに含めた。

２．２．結果と考察

検索された記事の量は、先述のように、「中国 クリスマス」が約81,000,000件、「中

国 サンタクロース」が約3,470,000件であったが、これは多いのだろうか少ないのだろ

うか。「中国」を「日本」に置き換えて同様に検索した場合、前者は約250,000,000件、

後者は約9,400,000件というように、それぞれ約3倍であった。日本の国土面積は中国の
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約25分の1、人口は約10分の1であることを考えると、上記の検索量は少ないといえる

かもしれない。しかし、「中国」を「アメリカ」または「米国」と置き換えて同様に検索

すると、前者は約85,800,000件、後者は約4,530,000件であり、ほぼ変わりがなかった。

このことから、関連するWeb上の記事の量という点で見ると、（日本語の表記による検

索という制限はあるものの）中国は他国の水準と変わりがなく、クリスマスやサンタクロー

スという言葉が中国で広く認知されていることがうかがえる。

サンプルとなった34件の記事の配信時期に関しては、2009年以前が1件（3％）、2010

年から2014年の間が4件（12％）、2015年から2019年の間が26件（76％）、不明が3件

（9％）であった。配信時期が不明の記事も、その記述内容からいずれも2014年以降の記

事であることが推測され、また2009年以前の1件の記事も、配信時期は2009年であった

ことから、サンプルとなった記事はすべて直近11年以内に配信されたものであった。

記事の内容に関しては、「文化」（中国におけるクリスマスやサンタクロースの認知度や

過ごし方を報告した記事）、「社会」（中国におけるクリスマスやサンタクロース関連の社

会的出来事を報告した記事）、「その他」（上記のいずれにも含まれない記事）の3つに大

きく分けられた。内訳は、文化19件（56％）、社会11件（32％）、その他4件（12％）で

あった。以下、カテゴリーごとに記事の主な内容を紹介する。

文化カテゴリーの報告内容： まず、クリスマスやサンタクロースの認知度は中国にお

いてどのようなものなのであろうか。ある記事（12）では広東省広州市での様子が報告さ

れている。報告者によると、クリスマスに対する一般市民の認知度は2011年頃から2017

年にかけて変化しているという。2011年頃は「若い人はギリギリ『12月25日はクリスマ

ス』という認識がありましたが、40代以上の人たちは『クリスマスは聞いたことがある

けど、いつかは知らない』という感じだった」のに対し、2017年頃にはクリスマスに対

する見方が変化し、大々的にクリスマス・グッズを販売するなど、商業的な観点からクリ

スマス全体の認知度を上げて、売り上げを増やそうという様子へと変化していると報告さ

れている。

このように商業的な観点からデパートやスーパーなどを中心にクリスマス・ムードがつ

くられるようになったという報告は、今回のサンプルの中で最も古い2009年の記事（1）

においても見られる。北京オリンピックの翌年の記事であるが、オリンピックのメインス

タジアムとなった「鳥の巣」に、高さ30mの巨大なクリスマス・ツリーが設けられるな

ど、クリスマスが盛大に祝われていることが報告されている。ただし、そうしたお祝い騒

ぎは12月27日頃には終息するのが通常であるのに対し、中国では真夏になっても「メリー・

クリスマス！」の文字が店内や店頭を賑わすなど、年間通して見られることへの違和感が
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ドイツ人記者の目を通して語られている。その他の記事（3）でも、クリスマスの時期に

企業がこぞって割引セールを繰り広げていることが報告されている。クリスマスはさなが

ら「大安売り」のアイコンとなっており、人々の消費行動をより活性化させるために、企

業はクリスマスの認知度を高めようとしているのである。

しかし、先に述べたように、クリスマスに対する認知度は、若者たちと40代以上の人

たちとの間でかなり隔たりがあるようである。いくつかの記事（12，21，22，33）による

と、中国ではクリスマスは家庭の行事ではなく若者の行事であるため、サンタクロースに

対する子どもの認知度も日本のように高くないという。また、クリスマスのプレゼントも

若いカップルの間でのおしゃれな習慣として広まっており、家庭で親が子どもたちにプレ

ゼントするという習慣は広まっていないそうである。クリスマスにケーキを食べるという

習慣も日本独自のものであるため、中国ではそのような習慣は定着していない。

次に、クリスマスの過ごし方は中国ではどのようなものなのであろうか。中国独自の習

慣として主に報告されていた事柄は2つあり、1つはリンゴを可愛らしくラッピングして

プレゼントする習慣、もう1つは互いに無礼講でカラースプレーをかけ合う習慣である

（7，10，14，16）。ただし、これらはいずれも若者たちに限ったことであり、子どもたち

や40代以上の人たちにおいては見られない習慣とのこと。前者のリンゴに関しては、ク

リスマス・イブを意味する「平安夜（pinganye）」のpingと「リンゴ（pingguo）」のping

をかけたのが由来だそうであり、「平和に一生を過ごすことができますように」との願い

が込められているという。また、日本ではクリスマスのプレゼントはカップルで送り合っ

たりもするが、中国の場合、男性から女性へという一方向に限られていること、また、そ

の際に靴、傘、置き時計はプレゼントとしてタブー視されていることなどは中国独自とい

えるかもしれない。靴は恋人が自分の元から去って行くというように、恋人との別れを連

想させるため、傘は「散」と読みが同じであり、恋人との関係が散ることを意味するため、

置き時計は中国語で「鐘」となり「終」と読みが同じであるため、恋人との終わりが来る

とされているとのことである。中国独自ではなく、日本も共通する事柄としては、クリス

マス・イブの夜にディナーを楽しむこと、クリスマスのイルミネーションを楽しむこと、

クリスマス・セールの買い物を楽しむことなどが挙げられる。

社会カテゴリーの報告内容： クリスマスやサンタクロース関連の社会的出来事として

は、主に次の2つの事柄が大きく報告されていた。1つは、先述のように、クリスマスは

ここ10数年ほどの間に中国の人々の間で広く認知され、盛大に祝われるようになったが、

それらを禁止しようとする政府の動きに関することであり（11，17，18，20，31）、もう1

つは、イギリスで購入された中国製造のクリスマス・カードに、中国の刑務所で強制労働
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させられているとする人物からの助けを求めるメッセージが記されていたという報道に関

するものである（23，24，25，26，29）。

前者に関しては、2017年10月に行われた中国共産党の全国代表大会での習近平国家主

席による「中国人は中国の祭日を祝うべき」とする演説に端を発したとされており、2017

年以来、12月になると繰り返し「クリスマス禁止令」に関する記事が示されている。例

えば、ある記事（11）では、「（中国共産党青年団では）『近年、一部の若者が西洋文化や

ビジネス、ネット上の間違った情報に影響されて、クリスマス・イブやクリスマスなど西

洋の祝日を祝っている』とし、クリスマスを祝うことを自粛」と述べられており、湖南省

衡陽市の党員やその親族に対してクリスマス・イベントへの参加禁止が通達されたという。

他方、クリスマス・イベントにより発生する大量のごみや街の景観を損ねる装飾の数々が

禁止を求める理由であるとする記事（17）や、禁止令はあくまでも中国共産党員や公務員

を対象とした限定的なものとする記事（16）もあり、いわゆる禁止令がどこからどの範囲

で示されたものなのかははっきりとしない。

しかし、2017年以来、クリスマスのお祝いの過熱ムードは中国で急速に沈静化されつ

つあるのは確かなようである。例えば、例年、クリスマスの時期に多数の中国人観光客が

訪れる香港では、2019年のクリスマス・プレゼントの売り上げが前年度と比べて3～7割

減少したと報告している（31）。クリスマス行事禁止の通達は、最初は若者をターゲット

として大学に対して行われていたが、2019年には小中学校や幼稚園などもその範囲に入っ

たという（31）。日本の幼稚園や保育園などの多くがクリスマス会を実施しているという

事実（富田，2015）と照らし合わせても、やはり子どもにおいては、日本と中国とでクリ

スマスやサンタクロースの認知度は大きく異なっていることがうかがえる。

後者に関しては、2019年 12月のイギリスでの報道に端を発するものである。記事

（24）によると、イギリスのスーパー大手テスコで6歳の少女がクリスマス・カードを購

入したところ、そのカードに「私たちは中国・上海青浦刑務所の外国人受刑者だ。意思に

反して働かされている。私たちを助けてください。人権団体に知らせてください」と書か

れてあったという。記事では、中国の受刑者が欧米市場向けの製品に助けを求めるメッセー

ジを紛れ込ませたのは今回が初めてではなく、2012年アメリカ、2014年北アイルランド

でも発見されているとも述べられている。こうした報道に対して、中国政府は外国人受刑

者が強制労働を強いられているとの事実は全くないと否定しており、記事を書いた記者に

対して、「捏造だ」と反論している。いずれにしても、これらは中国におけるクリスマス

文化やサンタクロース神話の受容とは直接的に関係のない記事である。
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３．研究２

３．１．方法

対象者： 三重大学に在籍する中国人留学生20名（男性5名、女性15名）を対象とし

た。年齢範囲は18歳から25歳であり、誕生年の範囲は1993年から2000年であった。ク

リスマスやサンタクロースに対して最も多感な時期は、様々な先行研究（e.g.,Blair,

McKee,&Jernigan,1980;Prenticeetal.,1978,1979;Shtulman&Yoo,2015;富田,2002）

をもとに、特に4歳から8歳の間であると考えられる。調査実施年は2018年であり、従っ

て、本調査に参加した対象者の最も多感な時期の範囲は、1997年から2008年の間となる。

北京オリンピックが開催されたのは2008年であり、この1997年から2008年の間はちょ

うど中国が高度経済成長を果たしていた時期と重なる。

手続き： 質問紙は対象者に直接配布され、後日回収した。質問紙は富田（2015）に準

じて、それを中国語に翻訳したものを作成した。質問は以下の通りである。

質問1．あなたは子どもの頃の一時期、サンタクロースの存在を信じていましたか？

質問2．あなたは何歳頃までサンタクロースの存在を信じていましたか？（※質問1で

「信じていた」と答えた人のみ回答して下さい）

質問3．5歳の子どもに「サンタクロースって本当はいないの？」と聞かれたとき、あ

なたはなんと答えますか？

質問4．同じ質問を12歳の子どもにされたとき、あなたの回答は異なりますか？異な

るとすれば、その回答をお書きください。

質問5．あなた自身の子ども時代のサンタクロースにまつわるエピソードについて、お書きく

ださい。（信じていた理由、信じなくなった理由、親・きょうだい・友達の反応など）

３．２．結果と考察

サンタクロースに対する信念とその時期： 中国が高度経済成長を果たしている時期に

幼年期を過ごした中国人留学生たちは、どのくらいサンタクロースの存在を信じていたの

であろうか。質問1の結果、図1に示すように、「信じていた」と回答した者は10名
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（50％）であり、「信じていなかった」と回答した者は7名（35％）、「わからない」と回答

した者が3名（15％）であった。日本人学生に対して同様の質問を行った富田（2015）で

は、それぞれ88％、6％、6％であり、このことからも日本人学生と比べて中国人留学生

では幼年期にサンタクロースを信じていた者がかなり少ないことが分かる。彼らがサンタ

クロースに関して多感な時期を過ごした1997年から2008年頃の中国では、サンタクロー

スを信じるという経験をするものは、およそ半数程度であったことが示唆された。

「信じていた」と回答した者に、何歳頃までかを尋ねた（質問2）ところ、4歳1名、6

歳3名、7歳1名、8歳1名、10歳2名、12歳1名であり、4歳から12歳までの範囲に

集中していた（1名が「今も信じている」と回答）。日本人学生の場合は4歳から15歳ま

での範囲に集中しており、サンプル数が110名と多かったことを考えると、ほぼ同様の結

果であると言える。つまり、サンタクロースを信じる割合に差はあるものの、サンタクロー

スの存在をいったん信じた場合、それを子どもがいつ頃まで信じ続けるかは文化によって

あまり違いがないことを、この結果は示唆していると考えられる。

サンタクロースについての子どもの質問に対する回答： 5歳児に「サンタクロースっ

て本当はいないの？」と聞かれた時に、どのように答えるか（質問3）に関しては、15名

（75％）が「いると答える」と回答し、5名（25％）が「いないと答える」と回答した。12

歳児に同じ質問をされた場合に関しては、11名（55％）が「科学的事実を教える」と回

答し、3名（15％）が「親やきょうだいがサンタクロースであると伝える」と回答し、1

名（5％）が「あなたはどう思う？」と問い返すと回答した。残り5名（25％）は「いな

いと答える」と回答した。日本人学生の結果（富田，2015）では、サンタクロースの実在

性を否定する回答を選択した者は、5歳児0％、12歳児1％というようにほぼ皆無であり、

それと比べると中国人留学生による実在性否定の回答（特に12歳児に対する実在性否定

の回答）がいかに多いかが分かる。また、日本人学生では、この種の質問を5歳児にされ
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図1 中国人留学生における幼年期のサンタクロースに対する信念
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た場合と12歳児にされた場合とで回答にあまり大きな違いは見られなかったが、中国人

留学生では「いると答える」という回答が5歳児では75％もあったのに対して、12歳児

では皆無になるなど、児童期を通じて急速に現実化が求められるようになることがうかが

えた。さらに、日本人学生では、「いる」か「いない」かの二者択一的な回答以外に、「目

に見えないけど心の中にいる」「信じる子どものもとには来る」「いい子にしていたら来る」

など、多様な回答が現れたのに対し、中国人留学生ではこうした多様な回答はほとんど現

れなかった。この点は、サンタクロースにまつわる豊富で多様な物語にこれまでどの程度

接してきたかが反映されているものと考えられる。

サンタクロースに対する信念の地域間比較： 中国の国土面積は日本の約25倍と広く、

地域によってクリスマスの習慣やサンタクロースの認知度も異なることが考えられる。そ

こで中国人留学生に出身地を尋ね、生まれ育った地域によりサンタクロースに対する信念

（質問1）が異なるかどうかを探ることとした。本調査に参加した中国人留学生の出身地

は、北部地域（内モンゴル自治区、山西省、河北省、天津市）と南部地域（上海市、江蘇

省、浙江省、安徽省）とに大きく分けられた。北部出身者は12名であり、南部出身者は8

名であった。両者におけるサンタクロースを信じていた者の割合を比較すると、図2のよ

うな結果が示された。

図2からわかるように、南部出身者の方が北部出身者よりも、幼年期にサンタクロース

を信じていた者の割合がかなり高かった（88％と25％）。南部地域は地理的にも海に近く

位置し、港を中心として発達した都市が多く、現代中国では改革開放政策の先行実験田と

しての役割も担ってきた。グローバル化経済の発展に伴い、異文化間交流もより盛んな地

域である。それゆえに、クリスマス文化やサンタクロース神話もより早く広く流入し、そ

こで生まれ育った中国人留学生においても、幼年期よりそれらの文化や神話に親しんでき
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図2 中国人留学生の出身地域別の幼年期のサンタクロースに対する信念
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た者が多くいたことが考えられる。つまり、クリスマス文化やサンタクロース神話は北部

地域よりも南部地域においてより受容され浸透している可能性を示唆している。

サンタクロースの記憶： 幼年期のサンタクロースにまつわる思い出については、以下

のような記述が得られた。

事例1は、クリスマスという神秘的な祝祭への取り組みを通じて、家族に対する愛情や

所属感を改めて感じたことがうかがえるエピソードである。喜びや楽しみといった感情体

験とその共有の記憶は、家族のきずなを深めるうえで重要な役割を果たすであろう。事例

2は、信じることによって約束が果たされるという結果が得られたエピソードである。こ

のような経験は、他者を信じたり約束を守ったりする心の育ちにもつながっていくのでは

なかろうか。事例3は、自分を見守ってくれる、大切にしてくれる誰かから祝福されたと

いう経験、そして与えられた祝福に対する感謝の思いのエピソードである。誰かから「与

えられた」喜びの経験は、誰かに「与える」喜びへとつながっていくに違いない。

中国人留学生によるこうしたエピソードは、クリスマス文化やサンタクロース神話が幼

年期の子どもにもたらす意味が、文化によって本質的に異ならないことを示唆している。

４．総合考察

本研究の目的は、中国におけるクリスマス文化とサンタクロース神話の受容の詳細につ

いて、2つの研究を通して探ることであった。研究1では、クリスマスやサンタクロース

関連のWeb上の記事を採集し、最終的にサンプルとなった34件の記事について、内容

分析を行った。その結果、中国におけるクリスマスやサンタクロースの認知度は、ここ
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【事例1】

「子どもの時、毎年クリスマスになると、家で両親と一緒にクリスマス・ツリーを飾っ

た。このことがとても嬉しかった」（浙江省出身のKさん、女性、20歳）

【事例2】

「小さい頃、サンタさんからの手紙（お父さんが書いたもの）を読んで、サンタさんは

僕のプレゼントを絶対に忘れないんだと思った」（天津市出身のZさん、男性、23歳）

【事例3】

「小学校1年生のクリスマスの時に、人生初めてのローラースケートをもらった。本

当に『ありがとう』と言いたくなった」（彼女は質問紙を書きながら、「その時は初め

て感謝の気持ちをはっきりと感じた」と笑顔で語ってくれた）（内モンゴル自治区出

身のWさん、女性、21歳）



10数年で急速に高まり、それを祝う活動が中国各地で盛大に祝われるようになったこと

が示された。しかし、その認知度や浸透度は若者たちにのみ顕著であり、40代以上の人

たちにとってそれは街中のきらびやかなイルミネーションや大特売セールを表しているに

過ぎず、その日がいつで何を意味するのかはほとんど知られていないようであった。また、

若者たちにおいても、それは恋人との間でロマンチックな夜を過ごしたり、仲間同士で流

行の最先端を行く感覚やおしゃれな気分を味わったりするための催し物として知られてい

るに過ぎず、欧米や日本における見方とは異なるものであった。子どもたちにおいては、

日本の子どものようにクリスマス・ツリーやリースを一緒に飾ったり、クリスマス・ソン

グを歌ったり、サンタクロースに手紙を書いてプレゼントを心待ちにしたりといったこと

は一般的に行われておらず、サンタクロースについての知識も持っていないことがうかが

えた。ただ、その過ごし方は中国の歴史や文化と組み合わされつつ、独自の発展を示して

おり、中国の人々が新しい祝祭を自分たちで工夫しながら楽しもうとしている様子がうか

がえた。

他方、そうした異文化の祝祭の過熱ぶりに対して批判的な立場もあり、いわゆる「クリ

スマス禁止令」はそうした動きの1つであった。禁止令を支持する側の意見としては、

「クリスマスなど西側の祝祭を中国で祝うべきではない。民衆は中華文化とその歴史と伝

統を反映した春節や中秋節などを重点的に祝うべきである」「我々はクリスマスを祝うべ

きではない。それは中国人の祝日ではないからだ」「春節の方がよっぽど重要である。春

節の方が長い休みであり、家族と団らんを楽しめる」などが見られた（31）。反対する側

の意見としては、「中国は多元的文化を持つべきで、クリスマスを排斥すべきではない」

などが見られた（31）。近年の中国は、クリスマス文化やサンタクロース神話を取り入れ

ようとする立場と排除しようとする立場との間で揺れ動いていることがうかがえた。

クリスマス文化やサンタクロース神話に対する批判的な意見は、何も中国に限ったもの

ではない。これまでに欧米でも日本でも数多く確認されてきた。その主な焦点の1つは、

クリスマスの行事そのものが祝祭による経済浮揚効果を狙った商業主義的イベントに成り

下がっていることへの批判であり、この点では中国と欧米や日本とで変わりはないと言え

る。もう1つの焦点は、サンタクロース神話を子どもが信じ続けた結末として、実は親に

騙されていたという真実への気づきが待ち構えていることへの批判である。Sereno

（1951）は、クリスマスを「親に騙された」という感覚とともに終わりを迎える「悲惨な

イベント」と呼び、Boss（1991）は「そうした嘘は家族間での信頼関係を損ねる元となる」

（p.26）と指摘している。他方、子どもはサンタクロースの真実に気づいた時、確かに激

しい怒りや憤りといったネガティブな感情を生じさせるが、それらは一時的なものであり、
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親のショックと比べるとごくわずかなものに過ぎないとの指摘もある（Anderson&

Prentice,1994;Kowitz&Tigner,1961）。こうした議論は今回の中国での記事では見られ

ず、クリスマス文化やサンタクロース神話がまだ子どもたちの間にそれほど広がっていな

い点を考えると、これから訪れる問題かもしれない。むしろ、中国で生じた批判の声の中

で特徴的であったのは、中国を1つの歴史や文化、言語のもとにまとめようとする中国化

の過程において、クリスマス文化やサンタクロース神話が阻害要因となるとの認識に端を

発した批判の声である。これは中国特有のものであり、今後その動向がどのようになるか

引き続き注目していく必要があろう。

また、研究2では、日本に在住する中国人留学生20名を対象に、サンタクロースに対

する信念や理解を質問紙調査で探り、より発達的な観点から、その受容の様相と意味を探っ

た。その結果、幼年期にサンタクロースを信じていたとする者の割合は、富田（2015）の

研究における日本人学生では88％であったのに対し、中国人留学生では50％と少なかっ

た。しかし、サンタクロースを信じていた時期は日本人学生と同様に4歳から12歳の範

囲であり、信じる者の割合に差はあるものの、いったん信じた場合の信じ続ける期間は発

達プロセスの中であまり違いがないことが示された。この結果は、アメリカで生まれ育っ

たキリスト教徒の子どもとユダヤ教徒の子どもを比較した時、前者の大部分は（半信半疑

の者も含めて）サンタクロースを信じていたのに対し、後者でそうした信念を持つ者は半

数程度に過ぎなかったというPrentice&Gordon（1986）の結果とも類似する。彼女らの

研究では、サンタクロースを信じることに関しては文化や宗教による違いが見られたもの

の、いったん信じた場合の信じ方については、文化や宗教による違いはあまり確認されな

かった。このことも本研究の結果と同様である。

他方、大人となった現在、もしも5歳児または12歳児に「サンタクロースって本当は

いないの？」と尋ねられたらどう答えるかという質問に関しては、中国と日本とで大きな

違いが見られた。日本人学生の多くが、いずれの年齢の子どもに対しても信じることを奨

励するような関わりを好んで選択する傾向があったのに対して、中国人留学生では、5歳

児には信じることを奨励する一方で、12歳児に対しては信じることを促すよりも科学的

な事実や真実を伝えることを好んで選択する傾向があった。また、中国人留学生では日本

人学生と比べて、その回答の内容において、伝承されるサンタクロース神話の影響があま

り見られなかった。彼らが幼年期の生活において、日本人ほどにはクリスマス文化やサン

タクロース神話を受容し親しむ環境に置かれてこなかったことが、この結果に反映されて

いるものと考えられる。

さらに、中国人留学生を出身地域によって北部出身者と南部出身者とに分け、生まれ育っ
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た地域によるサンタクロースに対する信念の違いを比較したところ、興味深い結果が得ら

れた。幼年期にサンタクロースを信じていたものは、北部出身者では25％のみであった

のに対し、南部出身者では88％と日本人学生と変わらない信念水準が示された。このこ

とは、中国の南部地域は北部地域と比べて、歴史的にも異文化に対してより開かれ、交流

も盛んであったため、クリスマス文化やサンタクロース神話がより受容され浸透されてい

たことによるものと考えられる。幼年期のサンタクロースにまつわる思い出の記述では、

家族に対する愛情や所属感、信じる心や約束を守る心、与えられる喜びから与える喜びへ

といったエピソードが語られ、これらは先行研究（Clark,1995;Kowitz&Tigner,1961;

富田,2014）で得られた記述と類似しており、クリスマス文化やサンタクロース神話が子

どもにもたらす意味は、文化によって本質的に異ならないことが示唆された。

最後に、本研究の限界と今後の課題について述べる。第1に、研究1で確認された現代

中国におけるクリスマス文化やサンタクロース神話の受容の様相は、あくまでもWeb上

のいくつかの記事にもとづくものであり、正確性や客観性という点で慎重に扱う必要があ

ろう。中国は広大な大地に多彩な歴史と文化を持つ人々が住む国であり、本調査はWeb

上の記事の内容分析という切り口で、ほんの1側面を明らかにしたに過ぎない。今後はよ

り深く中国に分け入って、より正確で客観的な情報をもとに議論を進める必要があろう。

第2に、研究2も同様に、今回は日本に在住するほんの20名の中国人留学生のデータを

扱ったに過ぎないため、得られた結果については慎重に扱う必要がある。日本に留学して

いることから、経済的にも比較的裕福である可能性があり、その点でも一般化には制限が

必要であろう。今後は社会経済的地位や地域性、世代性等も加味した、より豊富なデータ

で検討を行い、明らかにする必要があろう。
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の助成を受けた。また、研究2の中国人留学生に対する調査は、LiZian（2018年度三重大学教育学

部留学生）が、著者の指導のもとで実施した。
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資料：中国とクリスマスやサンタクロースとが結び付いたWeb上の記事
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